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「バイオエタノール生産のための糖質分解酵素の開発」

バイオエタノールの効率的生産 新エネルギー資源

(1)シーズ概要

① デンプン系バイオマス以外からのバイオエタノール生産を目指
した、遺伝子レベルでの各種糖質分解酵素の機能向上・改変

② バイオエタノール生産のための海藻など新しいバイオマス資源
の開発

③ 細胞表層工学による新しい生体触媒の開発

(2)これまでの研究成果

（3）新規性・優位性・適用分野・差別化のポイント

関係論文：T. Fukuda, T. Ishikawa, M. Ogawa, S. Shiraga, M. Kato, S. Suye, and M. Ueda
Enhancement of cellulase activity by the clones selected from the combinatorial library of the 
cellulose-binding domain by cell surface engineering. Biotechnol. Prog., 22, 933-938 (2006).

従来のバイオエタノール生産

トウモロコシデンプンに限定

穀物の価格高騰

新規酵素

稲わらなどのソフトセルロースから
バイオエタノール生産可能

↓↓
農業の活性化

京都議定書の目標達成

トウモロコシデンプン
以外のバイオマス資源

①糖質分解酵素の酵母表
層発現とコムギβ-グルカ

ンからのアルコール発酵

②-1 エンドグルカナーゼＩＩの遺伝子レベル

でのアミノ酸置換

②-2 エンドグルカナーゼＩＩの酵素

活性向上

Ｍ-２，Ｍ-5株は親株より活性増大

化学

環境、バイオ


